
(57)【要約】

【課題】振動、揺動を理由して電磁誘導を誘起させて発

電することができる振動発電機の構造に係わる

【解決方法】非磁性材料からなるパイプの両端に固定し

た永久磁石の間に、永久磁石からなる磁気振動子を配置

した構造からなる磁気バネの、該固定した永久磁石と該

振動子の間に電磁誘導コイルを配置した構造からなるこ

とを特徴とする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
非 磁 性 材 料 か ら な る パ イ プ の 両 端 に 固 定 し た 永 久 磁 石 の 間 に 、 永 久 磁 石 か ら な る 磁 気 振 動
子 を 配 置 し た 構 造 か ら な る 磁 気 バ ネ の 、 該 固 定 し た 永 久 磁 石 と 該 振 動 子 の 間 に 電 磁 誘 導 コ
イ ル を 配 置 し た 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 コ イ ル の 中 に 鉄 芯 を 挿 入 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ３ 】
非 磁 性 材 料 か ら な る パ イ プ の 両 端 に 固 定 し た 永 久 磁 石 の 間 に 、 永 久 磁 石 か ら な る 磁 気 振 動
子 を 配 置 し た 構 造 か ら な る 磁 気 バ ネ の 、 該 振 動 子 の 外 周 に 、 該 振 動 子 を 取 り 囲 む 電 磁 誘 導
コ イ ル を 配 置 し た 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 振 動 子 が 複 数 の 永 久 磁 石 を 直 列 に 配 列 し た 構 造 か ら な り 、 該 直 列 に 配 列 さ れ た 個 々 の
永 久 磁 石 は 、 そ の 向 き 合 う 面 が 同 極 に さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 振 動 子 の 永 久 磁 石 は 、 少 な く と も そ の 一 方 の 端 が 該 永 久 磁 石 を 取 り 囲 む 電 磁 誘 導 コ イ
ル の 長 さ の 中 で 振 動 す る よ う に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ あ る い は ４ の い
ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 振 動 子 の 永 久 磁 石 は 、 少 な く と も そ の 一 方 の 端 が 該 永 久 磁 石 を 取 り 囲 む 電 磁 誘 導 コ イ
ル の 端 を 出 入 り す る よ う に 振 動 す る 位 置 に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ あ る
い は ４ の い ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 請 求 項 ７ 】
振 動 子 の 振 動 周 波 数 が ３ ． ５ Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に
記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 振 動 発 電 機 に 係 わ り 、 更 に 詳 し く は 、 磁 気 バ ネ の 振 動 を 利 用 し て 発 電 す る 発 電
機 の 構 造 に 係 わ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 携 帯 型 の 通 信 機 器 の 普 及 は 目 覚 し い も の が あ る 。 こ れ ら 携 帯 型 の 電 子 機 器 の 電 源 に は
充 電 で き る 小 型 の 電 池 が 使 用 さ れ て い る が 、 問 題 は 、 こ れ ら 電 池 の 容 量 が 小 さ い た め に 、
頻 繁 な 充 電 作 業 が 必 要 に な る こ と で あ る 。 使 用 頻 度 に も よ る が 、 １ ～ ３ 時 間 に １ 回 程 度 の
充 電 が 必 要 に な る 場 合 も あ る 。 そ こ で 、 簡 便 に 充 電 で き る 携 帯 型 の 充 電 器 の 開 発 が 待 望 さ
れ て い る 。 特 開 平 １ ０ － ６ ６ ３ ２ ３ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ８ ３ ２ ７ 号 公 報 に は 、 人
、 車 の 振 動 を 利 用 し て 発 電 す る 発 電 機 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 発 明 は 、 バ ネ で 懸 吊 し た 永
久 磁 石 を コ イ ル で 取 り 囲 み 、 人 、 車 が 動 く 時 の 振 動 で 永 久 磁 石 を 振 動 さ せ 、 コ イ ル に 起 電
力 を 誘 起 さ せ る も の で あ る 。
こ の 方 法 の 第 一 の 欠 点 は 、 繰 り 返 し の 振 動 で バ ネ が 劣 化 し 、 長 期 間 使 用 で き な い こ と 。 第
二 の 欠 点 は 、 永 久 磁 石 の 外 側 に コ イ ル を 配 す る 必 要 が あ り 、 し か も 数 千 回 の コ イ ル の 巻 線
回 数 が 必 要 で あ る た め に 、 コ イ ル の 外 径 が 大 き く な り 、 装 置 全 体 と し て は ポ ケ ッ ト に 収 納
で き る よ う な 小 型 化 が 難 し い 点 で あ る 。 第 三 の 欠 点 は 重 量 が 重 た い こ と で あ る 。 以 上 の 欠
点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は か か る 問 題 点 に か ん が み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 ス プ リ ン グ を 使 用 す る
こ と な く 長 期 間 安 定 し て 永 久 磁 石 を 振 動 さ せ る こ と が 出 来 、 高 出 力 小 型 化 が 可 能 で 、 充 電
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し な が ら 使 用 も で き る 新 し い 構 造 の 振 動 発 電 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 上 記 問 題 に 関 し て 鋭 意 研 究 を 行 い 、 下 記 （ １ ） ～ （ ７ ） の 手 段 で 問 題 を 解 決
で き る こ と を 見 出 し た 。
す な わ ち 、
（ １ ） 非 磁 性 材 料 か ら な る パ イ プ の 両 端 に 固 定 し た 永 久 磁 石 の 間 に 、 永 久 磁 石 か ら な る 磁
気 振 動 子 を 配 置 し た 構 造 か ら な る 磁 気 バ ネ の 、 該 固 定 し た 永 久 磁 石 と 該 振 動 子 の 間 に 電 磁
誘 導 コ イ ル を 配 置 し た 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 機 。
（ ２ ） 上 記 コ イ ル の 中 に 鉄 芯 を 挿 入 し て な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 振 動 発
電 機 。
（ ３ ） 非 磁 性 材 料 か ら な る パ イ プ の 両 端 に 固 定 し た 永 久 磁 石 の 間 に 、 永 久 磁 石 か ら な る 磁
気 振 動 子 を 配 置 し た 構 造 か ら な る 磁 気 バ ネ の 、 該 振 動 子 の 外 周 に 、 該 振 動 子 を 取 り 囲 む 電
磁 誘 導 コ イ ル を 配 置 し た 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 振 動 発 電 機 。
（ ４ ） 上 記 振 動 子 が 複 数 の 永 久 磁 石 を 直 列 に 配 列 し た 構 造 か ら な り 、 該 直 列 に 配 列 さ れ た
個 々 の 永 久 磁 石 は 、 そ の 向 き 合 う 面 が 同 極 に さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～ （
３ ） の い ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
（ ５ ） 上 記 振 動 子 の 永 久 磁 石 は 、 少 な く と も そ の 一 方 の 端 が 該 永 久 磁 石 を 取 り 囲 む 電 磁 誘
導 コ イ ル の 長 さ の 中 で 振 動 す る よ う に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ３ ） あ る い
は （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
（ ６ ） 上 記 振 動 子 の 永 久 磁 石 は 、 少 な く と も そ の 一 方 の 端 が 該 永 久 磁 石 を 取 り 囲 む 電 磁 誘
導 コ イ ル の 端 を 出 入 り す る よ う に 振 動 す る 位 置 に 配 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （
３ ） あ る い は （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
（ ７ ） 上 記 振 動 子 の 振 動 周 波 数 が ３ ． ５ 　 Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～
（ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 振 動 発 電 機 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 に よ っ て 本 発 明 の 作 用 、 機 能 を 説 明 す る 。
図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 の 磁 気 ば ね の 構 造 を 説 明 し た 図 で あ る 。
非 磁 性 ケ ー ス １ の 両 端 に は 永 久 磁 石 ２ 、 ３ が 固 定 さ れ て い る 。
２ 個 の 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 に は 、 磁 気 振 動 子 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 振 動 子 ４ は 永 久 磁 石 か
ら な り 、 両 端 の 永 久 磁 石 ２ 、 ３ か ら 離 隔 し て
配 置 さ れ 、 ケ ー ス １ の 中 を 上 下 自 在 、 あ る い は 左 右 自 在 に 動 け る 様 に な っ て い る 。 振 動 子
４ の 磁 石 の 極 性 は 、 対 向 す る 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 極 性 と 同 じ に さ れ て お り 、 互 い に 反 発 す る
関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ケ ー ス １ に 外 か ら 振 動 を 与 え る と 、 振 動 子 ４ は 上 下 （ あ る い は 左 右 自 在 ） に 振 動 す る よ う
に な る 。 振 動 子 ４ が 永 久 磁 石 ２ に 接 近 す る と 、 磁 気 的 な 反 発 力 が 働 き 、 永 久 磁 石 ３ の 方 向
に 押 し や ら れ る 。 永 久 磁 石 ３ に 接 近 す る と 再 び 永 久 磁 石 ２ の 方 向 に 押 し や ら れ る 。 こ の よ
う に し て 振 動 子 ４ は 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 を 往 復 振 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
振 動 子 ４ を 形 成 す る 永 久 磁 石 は １ 個 （ 図 １ ） で も 良 い し 、 あ る い は 複 数 個 直 列 （ 図 ２ ） に
並 べ て も 良 い 。 図 １ は １ 個 の 場 合 、 図 ２ は 複 数 個 並 べ た 場 合 で あ る 。
複 数 個 並 べ る 時 は 、 向 か い 合 う 面 の 極 性 は 同 じ に し て 互 い に 反 発 す る 関 係 に す る 。 同 じ 極
性 に す る と く っ つ い て １ 個 の 永 久 磁 石 に な っ て し ま う の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ３ ～ 図 ６ は 本 発 明 発 電 機 の 構 造 を 説 明 し た 図 で あ る 。
図 ３ 、 図 ４ は 、 両 端 に 固 定 し た 永 久 磁 石 と 振 動 子 の 間 に 電 磁 誘 導 コ イ ル を 配 置 し た 時 の 説
明 図 で 、 図 ４ は コ イ ル に 鉄 芯 を 入 れ た と き の 説 明 図 で あ る 。
図 ５ は 振 動 子 の 外 周 に コ イ ル を 配 置 し た 時 の コ イ ル と 振 動 子 の 位 置 関 係 の 説 明 図 、 図 ６ は
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振 動 子 の 外 周 に コ イ ル を 配 置 し 、 振 動 子 は 永 久 磁 石 を 複 数 個 直 列 に 並 べ た 時 の 説 明 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ３ 、 図 ４ で 、 樹 脂 あ る い は ス テ ン レ ス 鋼 等 の 非 磁 性 ケ ー ス １ の 両 端 に 永 久 磁 石 ２ 、 ３ が
固 定 さ れ て い る 。
永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 に は 磁 性 振 動 子 ４ が 配 置 さ れ 、 振 動 子 ４ と 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 に は 電
磁 誘 導 コ イ ル ５ が 配 置 さ れ て い る 。
振 動 子 ４ は 永 久 磁 石 で 出 来 て お り 、 そ の 極 性 は 対 向 す る 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 極 性 （ Ｎ 、 Ｓ ）
と 同 じ 極 性 に さ れ て お り 、 互 い に 反 発 す る 関 係 に あ る 。
振 動 子 ４ は 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 で 、 磁 力 的 に バ ラ ン ス の 取 れ た 位 置 に 静 止 す る 。 外 か ら 振
動 を 与 え ら れ て 振 動 子 ４ が 永 久 磁 石 ２ に 接 近 す る と 、 磁 気 的 な 反 発 力 が 働 き 、 永 久 磁 石 ３
の 方 向 に 押 し や ら れ る 。 永 久 磁 石 ３ に 接 近 す る と 再 び 永 久 磁 石 ２ の 方 向 に 押 し や ら れ る 。
こ の よ う に し て 振 動 子 ４ は 永 久 磁 石 ２ 、 ３ の 間 を 往 復 振 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
振 動 子 ４ が 永 久 磁 石 ２ 、 ３ に 接 近 し た り 離 れ た り し て コ イ ル を 横 切 る 磁 束 が 変 化 す る こ と
に よ っ て コ イ ル に 起 電 力 が 誘 起 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ４ に 示 し た 様 に コ イ ル に 予 め 高 透 磁 率 の 鉄 芯 を 入 れ て お く と 、 コ イ ル に は よ り 高 い 起 電
力 が 誘 起 さ れ る 。 高 透 磁 率 材 料 と し て は 、 電 磁 軟 鉄 、 珪 素 鋼 板 、 パ ー マ ロ イ 、 セ ン ダ ス ト
、 Ｆ ｅ － Ａ ｌ 合 金 、 ア モ ル フ ァ ス 合 金 、 軟 磁 性 フ ェ ラ イ ト 等 、 通 常 こ の 種 の 用 途 に 使 用 さ
れ て い る 材 料 は 全 て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
コ イ ル と 振 動 子 の 位 置 関 係 は 、 コ イ ル に 誘 起 さ れ る 起 電 力 が 最 大 に な る 位 置 に 設 定 す る 。
即 ち 、 振 動 子 の 少 な く と も 一 方 の 端 （ 図 ５ の 振 動 子 の Ｎ 極 ） が コ イ ル の 上 端 を 出 入 り す る
時 、 及 び コ イ ル の 全 長 の 中 で 振 動 す る 時 に 、 誘 起 起 電 力 が 最 も 大 き く な る の で 、 コ イ ル と
振 動 子 は こ の よ う な 位 置 関 係 に 設 定 す る 。 図 ５ で 点 線 は 、 振 動 子 が 振 動 す る と き の 上 死 点
、 下 死 点 の 位 置 を 示 す 。 振 動 子 は 上 の 点 線 の 位 置 と 下 の 点 線 の 位 置 の 間 で 振 動 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
コ イ ル の 数 と 振 動 子 の 永 久 磁 石 の 数 は 必 ず し も 同 数 で な く て も 良 い 。 図 ６ の 様 に 、 振 動 子
の 永 久 磁 石 が ３ 個 、 コ イ ル が ２ 個 で 、 永 久 磁 石 の 数 が 多 く て も 良 い し 、 ま た コ イ ル の 数 が
多 く て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 発 電 機 の 振 動 子 を 振 動 さ せ る 為 の 好 ま し い 振 動 周 波 数 の 範 囲 は 概 ね ３ ． ５ Ｈ ｚ 以 上
の 範 囲 で あ る 。 ３ ． ５ Ｈ ｚ 未 満 で は 、 振 動 子 は 共 振 す る こ と が な い た め ， 多 く の 発 電 電 力
は 望 め な い 。 自 動 車 の エ ン ジ ン の 振 動 、 風 、 波 、 橋 梁 の 振 動 、 人 が 激 し く 動 く 時 で は ３ ．
５ Ｈ ｚ 以 上 の 振 動 が 得 ら れ る の で 、 こ れ ら に 積 載 、 あ る い は 人 が 所 持 し て 発 電 機 と し て 利
用 で き る 。 ま た 本 発 明 発 電 機 は 、 加 速 度 を 与 え る と 振 動 が 発 生 し 、 誘 起 起 電 力 は 加 速 度 の
大 き さ に 比 例 す る の で 、 加 速 度 計 と し て も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 発 電 機 で は 交 流 が 誘 起 さ れ る 。 そ の ま ま 使 用 し て も 良 い が 、
コ イ ル の 端 末 に 整 流 器 を 接 続 し て 直 流 に 変 換 し て 、 あ る い は 変 換 し た 直 流 は 更 に レ ギ ュ レ
ー タ ー で 電 圧 を 昇 圧 し て 、 電 池 の 充 電 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
発 電 電 圧 を 高 く す る 場 合 、 一 坦 直 流 変 換 し て 、 極 性 を 整 合 さ せ て 直 列 に 接 続 し て 電 圧 を 高
く す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 人 、 車 等 の 携 帯 積 載 型 電 子 機 器 の 電 源 と し て 直 接 利 用 し て も 良 い し 、 又 電 池 に
充 電 す る だ け の た め に 利 用 し て も 良 い し 、 あ る い は 直 接 電 源 と 充 電 の 両 方 に 同 時 に 利 用 で
き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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本 発 明 の 発 電 機 は 、 少 な く と も ３ ． ５ Ｈ ｚ 以 上 の 振 動 数 の 振 動 は 全 て 利 用 で き る も の で あ
り 、 特 定 の 振 動 源 、 揺 動 源 の 種 類 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に 使 用 す る 電 磁 誘 導 コ イ ル は 巻 き 線 型 の コ イ ル か ら シ ー ト 状 の コ イ ル ま で 形 状 に 何
ら 制 約 を 受 け る こ と な く 使 用 で き る 。 又 シ ー ト 状 コ イ ル で は 、 丸 、 四 角 、 楕 円 形 状 等 い か
な る 形 状 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
永 久 磁 石 は 、 鋳 造 磁 石 、 焼 結 磁 石 、 永 久 磁 石 粒 子 を プ ラ ス チ ッ ク で 固 め た 磁 石 等 、 い か な
る 製 法 の も の で も 使 用 す る こ と が で き る 。
永 久 磁 石 の 形 状 は 棒 状 、 円 板 状 か ら リ ン グ 状 ま で い か な る 形 状 の も の で も 適 宜 採 用 で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 １
図 ３ に 示 し た 構 造 の 発 電 機 を 試 作 し た 。
非 磁 性 ケ ー ス ： テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 樹 脂 製 （ 板 厚 ２ ｍ ｍ ）
内 径 ： ２ ０ ． ０ ｍ ｍ 　 長 さ ： ７ ０ ｍ ｍ
両 端 の 永 久 磁 石 ： 直 径 １ ９ ｍ ｍ × 厚 さ ５ ｍ ｍ 　 残 留 磁 束 密 度 １ ． ２ テ ス ラ
両 端 の 永 久 磁 石 の 上 に 電 磁 誘 導 コ イ ル を 載 置 し 、 永 久 磁 石 に 接 着 剤 で 固 定 し た 。
電 磁 誘 導 コ イ ル に は 線 径 ０ ． ２ ｍ ｍ の エ ナ メ ル 被 覆 銅 線 を １ ０ ０ ０ 回 巻 い た も の を 使 用 し
た 。 コ イ ル は 整 流 器 に 接 続 し た 。
２ 個 の 電 磁 誘 導 コ イ ル の 間 に 、 直 径 １ ９ ． ８ ｍ ｍ 、 厚 さ １ ０ ｍ ｍ 、 ９ ８ ０ ０ ガ ウ ス の 振 動
子 （ 永 久 磁 石 ） を 入 れ て 非 磁 性 ケ ー ス を 垂 直 に 立 て る と
振 動 子 は ２ 個 の 電 磁 誘 導 コ イ ル の 間 で 空 中 に 静 止 し た 。
次 に 非 磁 性 ケ ー ス に 振 幅 ４ 　 ｍ ｍ （ Ｐ ｅ ａ ｋ 　 ｔ ｏ 　 Ｐ ｅ ａ ｋ ） 、 振 動 数 １ ０ ． ０ 　 Ｈ ｚ
の 振 動 を 与 え た 。
整 流 器 の 取 り 出 し 端 子 に は 、 コ イ ル １ 個 当 り 直 流 ０ ． ５ Ｖ の 電 圧 が 発 電 さ れ た 。
２ 個 の コ イ ル の 極 性 を 整 合 さ せ て 、 直 列 に 接 続 す る と 合 計 １ ． ０ Ｖ の 電 圧 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 例 ２ （ 図 ７ の 構 造 ）
図 ７ の 構 造 の 発 電 機 を 試 作 し た 。
非 磁 性 ケ ー ス ： ア ク リ ル 樹 脂 製 （ 板 厚 ２ ｍ ｍ ）
内 径 ： ５ １ ｍ ｍ 　 長 さ ： ７ ０ ｍ ｍ
両 端 の 永 久 磁 石 ： 直 径 ５ ０ ｍ ｍ × 厚 さ ５ ｍ ｍ 　 残 留 磁 束 密 度 １ ． ２ テ ス ラ
両 端 の 永 久 磁 石 の 間 に 外 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 内 径 ２ ０ ｍ ｍ 長 さ ３ ０ ｍ ｍ の 電 磁 誘 導 コ イ ル を 入 れ
て ア ク リ ル 製 ケ ー ス に 接 着 剤 で 固 定 し た 。
電 磁 誘 導 コ イ ル に は 線 径 ０ ． ２ ｍ ｍ の エ ナ メ ル 被 覆 銅 線 を １ ５ ０ ０ 回 巻 い た も の を 使 用 し
た 。 コ イ ル の 端 末 は 整 流 器 に 接 続 し た 。
コ イ ル の 内 径 に は 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ の テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） の ス リ ー ブ （ 振 動 子 の ガ イ ド ）
を 嵌 入 し 、 コ イ ル 内 面 に 固 定 し た 。
テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） ス リ ー ブ の 中 に 外 径 １ ９ ． ２ ｍ ｍ 、 長 さ ２ ０ ｍ ｍ 、 残 留 磁 束 密 度 １
． ２ テ ス ラ の 棒 状 振 動 子 （ 永 久 磁 石 ） を 入 れ て ア ク リ ル ケ ー ス を 垂 直 に 立 て る と 振 動 子 は
２ 個 の 永 久 磁 石 の 間 で 空 中 に 静 止 し た 。
次 に 非 磁 性 ケ ー ス に 振 幅 ５ ｍ ｍ （ Ｐ ｅ ａ ｋ 　 ｔ ｏ 　 Ｐ ｅ ａ ｋ ） 、 振 動 数 １ ０ ． ０ Ｈ ｚ の 振
動 を 与 え た 。
整 流 器 の 取 り 出 し 端 子 に は 、 直 流 １ ． ５ Ｖ の 電 圧 が 発 電 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 記 し た よ う に 本 発 明 は 、 簡 単 な 構 造 で 耐 久 性 に も 優 れ 、 か つ 複 数 個 直 列 に つ な い で
大 き な 電 圧 を 得 る こ と も 出 来 る も の で あ り 、 携 行 用 電 子 機 器 、 通 信 機 器 の 電 力 補 給 に 大 い
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に 貢 献 す る も の で あ る 。 ま た 種 々 の 振 動 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 発 電 す る こ と が 出 来 、 エ ネ
ル ギ ー の 有 効 利 用 と 省 エ ネ に 多 大 な 貢 献 を な す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 磁 気 バ ネ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 磁 気 バ ネ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 発 電 機 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 発 電 機 （ 鉄 芯 入 り ） の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 発 電 機 の 別 の 構 造 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 発 電 機 の 別 の 構 造 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 例 の 構 造 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 非 磁 性 ケ ー ス 　 　 　 ２ … 永 久 磁 石
３ … 永 久 磁 石 　 　 　 　 　 ４ … 振 動 子
５ … コ イ ル
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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